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携帯端末上でコンテキスト依存プログラムを
記述するためのビジュアルプログラミング環境
Mobile Visual Programming Environment for Context-Aware Program

西本 裕貴 志築 文太郎 田中 二郎∗

Summary. 携帯端末上でコンテキスト依存プログラムを記述するためのビジュアルプログラミング環境
であるMoCoProの開発を行った．ビジュアルプログラミング手法を用いることで，プログラムを視覚的に
表現し，エンドユーザであっても容易にプログラムを記述することを可能にする．また，MoCoProが動作
するタッチパネルを搭載した携帯端末上での操作手法についても述べる．

1 はじめに
携帯端末に搭載された様々なセンサからユーザの

コンテキスト情報を取得し，そのコンテキストに合
わせた動作を携帯端末に行わせることが可能になっ
てきている [1][2]．例えば，「本屋の前を通る時に，
買いたい本のリストを表示する」が考えられるが，
このようなコンテキスト依存プログラムはユーザに
よって多種多様な要求があるため，エンドユーザが
自分自身で記述できることが必要となる．
本研究では，携帯端末上でコンテキスト依存プ

ログラムを記述する環境であるMoCoPro（Mobile
Context Programming）の開発を行った．MoCo-
Proは，ビジュアルプログラミングの手法を導入し，
プログラムを視覚的に表現することで，エンドユー
ザの理解を助け，容易にプログラムを記述すること
を可能にする．MoCoProは，タッチパネル搭載の
携帯端末を対象としており，本稿ではそれに適した
操作についても述べる．

2 MoCoPro

図 1 は，図 3 のプログラムを作成している際の
MoCoProの画面の外観を示している．画面は複数
のセルから成っており，1つのセルに 1つのコンテ
キスト定義やアクション定義を記述する．定義の記
述は，コンポーネントを配置することにより行う．
プログラムの実行は左側のセルから順に行われる．

2.1 ECAルール

ECA ルール [3]と呼ばれるイベント駆動ルール
に従い，センサ入力やメール受信などの携帯端末に
起こるイベント（Event），動作を実行するための
制約条件（Condition），制約条件が満たされた際
に実行する動作（Action）を定義することによりプ
ログラムを記述する．
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本システムでは，コンテキスト定義として，利用
するイベントと動作を実行するために満たすべき制
約条件を記述し，アクション定義として，制約条件
が満たされた場合に実行する動作を記述する．

2.2 コンポーネント・コンポーネントセレクタ

コンポーネントは，0個以上の入力と，0または
1つの出力を持ち，アイコンで象徴される動作を行
う要素である．例を挙げると，入力された文字列を
画面に表示する Dialogコンポーネントや，入力さ
れた 2つ文字列を連結した文字列を出力する Plus
コンポーネントなどがある．コンポーネントの配置
は，図 1に示すコンポーネントセレクタから利用し
たいコンポーネントを選択することにより行う．コ
ンポーネントの種類によって入力数は決まっており，
コンポーネントを配置すると，入力数に応じたブラ
ンクコンポーネント（？のアイコン）が接続された状
態で配置される．ユーザは，このブランクコンポー
ネントを実際のコンポーネントで埋めていくことで，
プログラミングを進めていく．
コンポーネントセレクタは，コンポーネントの階

層構造リストであり，コンポーネントを配置する際
に使用する．コンポーネントセレクタは，コンポー
ネント上をタップすることで出現し，タップしたコ
ンポーネントに接続されている入出力の型から，そ
こに配置できるコンポーネントのみを表示する．

2.3 フォルディングによる関数化

コンポーネント上をダブルタップすることで，そ
れより右側（入力，引数に相当する）のコンポーネ
ントを重ねて表示（フォルディング）する．この際，
あらかじめフォルディングを無効にしておいたコン
ポーネントや，ブランクコンポーネントは，フォル
ディングされない．例えば，図 2左の一番左側のコ
ンポーネントをフォルディングすると，図 2右のよ
うになる．また，フォルディングを利用して関数を
作成することもでき，フォルディングしたコンポー
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ネントに接続されているコンポーネントの型がその
まま関数の入出力となる．図 2左は，メールを送信
する動作の例であり，状況に応じて変更が考えられ
る送信先や本文に引用するメモのタイトルをブラン
クコンポーネントにしている．この後，フォルディ
ングし関数化することで，再利用が可能となる．

2.4 クロッシング

携帯端末画面の辺を外側から内側に向かって指で
横切る（クロッシング）操作を行うことによりコマ
ンドを呼び出す．横切る辺や指を離した場所によっ
てコマンドは異なり，下辺を横切り，コンポーネン
トセレクタ上で指を離した場合は，コンポーネント
セレクタの階層の移動を行い，下辺や上辺を横切り，
エディタ上で指を離した場合は，コンテキスト定義
とアクション定義の切り替えを行う．

2.5 プログラム例

プログラム例として，「朝 9時に，今日の予定と
TODOを表示する」を記述したものを図 3に示す．
図 3上は，コンテキスト定義の「朝 9時に」に当

たる記述である．図では，Timeコンポーネントが，
TIMEと書かれたコネクタで，9：00と書かれたコ
ンポーネントと接続されている．コネクタ上の文字
列は，そこを流れるデータの内容を示しており，9：
00のように，数字や文字列で表わされたコンポーネ

ントは，そのデータを出力するコンポーネントであ
る．よって図では，入力された時刻かどうかを監視
するTimeコンポーネントに，9：00という時刻を
表すデータが入力されていることを表している．
図3下は，アクション定義の「今日の予定とTODO

を表示する」に当たる記述である．Memoコンポー
ネントは，メモアプリケーションと連携し，入力さ
れたタイトルのメモ本文を文字列として取得する．
Calendarコンポーネントも同様であり，カレンダー
アプリケーションから，指定した日付の予定を文字
列として取得する．得られた 2つの文字列は，Plus
コンポーネントで結合し，Dialogコンポーネントで
画面に出力する．

3 実装
iPod touch，iPhone 3G上で動作するアプリケー

ションとして，iPhone SDKを用い，Objective-C
で実装した．GPSや加速度センサなどのセンサ類
は，端末に搭載されているものを利用した．

4 まとめと今後の課題
本稿では，携帯端末上でエンドユーザがコンテ

キストに依存したプログラムを記述する環境である
MoCoProを示した．今後は，複数人でのプログラミ
ングに対応できるように機能拡張をする予定である．
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